
BLuE API概略図（Windows版）

■ 連携管理DLLの動作環境
OS Windows 10　（11でも動作可）
フレームワーク .NET Framework 4.8

※BLuE本体でも.NET Framework 4.8を使用しています。
言語 C#

■ 概略図

各ユーザ様が作成

ユーザ様アプリ

DLL呼び出し
点線内がBLuE本体となります

測定モジュール
連携管理DLL APコントローラ BLuEコントローラ FT3425用モジュール 照度計（FT3425）
（BLuELinkageBase.dll） （BLuEforWindows.exe）

アプリ間通信 KEW3441BT用モジュール メガー（KEW3441BT）

BLuE側で提供 認証管理モジュール AF101用モジュール 風速温度計（AF101）
など

Bluetooth通信

HTTPS通信

BLuEコントローラ～測定モジュールまでを
ライセンス認証サーバ SDKとして提供する事も可能です。

（その場合、測定器の選択や、接続コマンド呼び出し等は
　ユーザ様アプリで行う事になります）

インターネット上に存在

Windows版におきましては、「連携管理DLL」を提供致

しますので、これをアプリに組み込んで頂く事でBLuE

本体と通信が行えるようになります。

Windows版におきましては、「連携管理DLL」を呼び出

すサンプルアプリを提供致しますので、ご参考にして

頂ければ分かりやすいと思います。

以下の2パターンがご使用になれます。

・APコントローラ側から測定値を押し込む

・連携管理DLL側から要求を送って測定値を貰う


